
第25回参議院選挙連合推薦候補者は選挙区で18名、比例区で

8名の当選となりました。構成組織・地域協議会の役員・組合

員の皆様に心からお礼申し上げます。
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木工教室で
はオリジナル貯金箱を作成

「森のはたらきのお話」
講演

協力して植樹

夕食・交流会は
バーベキューを実施

県民にアピールを行う弁士ら

アメゴつかみ取り

楽しい抽選会

第
20
回
夏
休
み
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催

―

30
本
の
苗
木（
も
み
じ
）を
植
樹

　
山
と
自
然
に
親
し
み
、地
球
環
境
を
考
え
る

  

働
き
方
改
革
、生
産
性
向
上
で

長
時
間
労
働
を
抑
制
な
ど
訴
え
、

徳
島
駅
前
で
ア
ピ
ー
ル

自
然
と
ふ
れ
あ
い
、家
族
で
夏
の
思
い
出
に

８月9日（金）　「クラシノソコアゲ応援団！RENGO
　　　　　　　キャンペーン」（JR徳島駅前）
８月23日（金）　第30期部落解放・人権講座
　　　　　　　（県職員会館）
８月24日（土）　第3回ボランティアサポート養成講座
　　　　　　　（徳島県立防災センター））
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◎
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地
球
環
境
の
保
全
と
環
境
に

や
さ
し
い
街
づ
く
り
、
地
域
づ
く

り
を
め
ざ
す
連
合
徳
島
は
、
２
０

１
９
年
７
月
27
日
〜
28
日
の
２

日
間
、
美
馬
市
木
屋
平
の
中
尾
山

高
原
・
平
成
荘
に
て
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
養
成
講

座
オ
プ
シ
ョ
ン
で
も
あ
る
「
連
合

の
森
・
親
子
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
」

を
開
催
し
、
連
合
徳
島
構
成
組
織

組
合
員
等
の
家
族
ら
98
名
（
大
人

44
名
・
子
ど
も
38
名
）
が
参
加
し

た
。

　

開
会
式
と
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ

ン
グ
が
体
育
館
で
行
わ
れ
、
主
催

者
を
代
表
し
て
、
連
合
徳
島
新
居

会
長
か
ら
「『
連
合
の
森
・
親
子

サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
』
で
、
家
族
が

一
緒
に
山
の
自
然
と
親
し
ん
で

も
ら
う
と
と
も
に
、
組
織
を
超
え

て
の
交
流
を
深
め
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
述
べ
た
後
、
四
国
森
林

管
理
局
徳
島
森
林
管
理
署
の
川

上
署
長
か
ら
も
挨
拶
を
頂
い
た
。

昼
の
イ
ベ
ン
ト
①
は
、
徳
島
森
林

管
理
署
・
安
光
さ
ん
か
ら
、「
森

の
は
た
ら
き
の
お
話
」
の
講
演
を

し
て
い
た
だ
き
、
子
ど
も
た
ち
は

興
味
深
く
聞
き
入
っ
て
い
た
。

　

昼
の
イ
ベ
ン
ト
②
の
「
木
工
教

室
」
で
は
、
徳
島
森
林
管
理
署
職

員
の
指
導
の
も
と
、
子
ど
も
た
ち

は
板
を
接
着
剤
で
組
み
立
て
、
木

の
実
や
小
枝
で
飾
り
付
け
、オ
リ

ジ
ナ
ル
の
貯
金
箱
を
作
成
し
た
。

夕
食
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
は
、
11
班

に
分
か
れ
て
行
い
組
織
を
越
え

て
交
流
を
深
め
た
。夕
食
中
に
は

子
ど
も
対
象
の
く
じ
引
き
大
会

で
盛
り
上
が
り
、
夕
食
後
に
は
花

火
で
喜
ぶ
声
が
山
々
に
響
き
渡

っ
た
。

　

２
日
目
は
、
連
合
徳
島
新
居
会

長
の
挨
拶
の
後
、
徳
島
県
西
部
総

合
県
民
局
農
林
水
産
部
木
本
課

長
よ
り
植
樹
の
仕
方
と
注
意
事

項
の
説
明
を
受
け
た
後
、
家
族
・

グ
ル
ー
プ
毎
に
30
本
の
苗
木
（
モ

ミ
ジ
）
を
植
林
す
る
と
と
も
に
、

鹿
対
策
の
防
護
ネ
ッ
ト
（
ク
ワ
ン

タ
イ
）を
取
り
付
け
、メ
ッ
セ
ー

ジ
や
名
前
を
書
い
た
杭
を
立
て

た
。

　

徳
島
森
林
管
理
署
を
は
じ
め

林
野
労
組
・
県
職
労
、
地
元
美
馬

市
、
連
合
徳
島
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ

ポ
ー
ト
チ
ー
ム
な
ど
多
く
の
関

係
者
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
楽

し
い
夏
休
み
の
イ
ベ
ン
ト
と
な

っ
た
。

　

２
０
１
９
年
７
月
28
日
、毎
年

恒
例
の
「
連
合
徳
島
西
部
地
域
協

議
会
第
20
回
夏
休
み
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
」
を
開
催
し
、
６
２
２
人

が
参
加
し
た
。

　

細
田
博
樹
西
部
地
協
議
長
が

主
催
者
代
表
挨
拶
。そ
の
後
、
来

賓
挨
拶
と
し
て
島
和
久
連
合
徳

島
事
務
局
長
と
三
好
市
議
会
議

員
を
代
表
し
て
天
羽
強
市
議
が

挨
拶
。

　

ア
メ
ゴ
つ
か
み
取
り
は
、
生
簀

を
修
理
し
た
た
め
、
今
年
は
ア
メ

ゴ
が
前
日
か
ら
１
匹
も
逃
げ
出

す
こ
と
な
く
、
当
日
は
た
く
さ
ん

の
数
の
つ
か
み
取
り
が
行
え
た
。

１
〜
３
歳
児
に
は
ア
メ
ゴ
つ
か

み
取
り
体
験
と
称
し
、
陸
上
に
準

備
し
た
タ
ラ
イ
に
ア
メ
ゴ
を
入

れ
つ
か
み
取
り
を
体
験
し
て
も

ら
っ
た
。身
を
乗
り
出
し
て
ア
メ

ゴ
を
つ
か
み
、
大
き
な
声
を
出
し

て
笑
う
小
さ
な
子
ど
も
た
ち
が

と
て
も
可
愛
ら
し
か
っ
た
。

　

ラ
ッ
キ
ー
抽
選
会
で
は
、
今
年

も
連
合
徳
島
や
四
国
交
通
株
式

会
社
か
ら
景
品
を
提
供
し
て
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
今
年
は
20
回

目
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、景
品
の

数
を
増
や
し
た
。ま
た
、
子
ど
も

た
ち
が
お
目
当
て
に
し
て
い
る

ク
ワ
ガ
タ
や
カ
ブ
ト
ム
シ
の
抽

選
も
行
っ
た
。当
た
ら
ず
大
泣
き

し
て
い
る
子
ど
も
も
い
た
が
、今

年
も
大
盛
り
上
が
り
の
抽
選
会

と
な
っ
た
。

  「
ク
ラ
シ
ノ
ソ
コ
ア
ゲ
応
援

団
！
Ｒ
Ｅ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
徳
島
駅
前
行
動
を
２
０
１

９
年
７
月
２
日
に
、Ｊ
Ｒ
徳
島
駅

前
で
、
各
構
成
組
織
等
か
ら
40

名
が
参
加
し
、
街
頭
宣
伝
・
ビ

ラ
配
布
活
動
を
実
施
し
た
。

　

冒
頭
、
連
合
徳
島
新
居
会
長

か
ら
「
日
本
に
お
け
る
恒
常
的

な
長
時
間
労
働
を
原
因
と
し
た

過
労
死
や
過
労
に
伴
う
心
身
の

疾
患
に
つ
い
て
は
２
０
０
０
年

か
ら
急
激
に
増
え
続
け
、
特
に

精
神
障
害
の
労
災
認
定
件
数
は

２
０
０
０
年
36
件
だ
っ
た
も
の

が
、
２
０
１
２
年
（
７
年
前
）

に
４
０
０
件
を
突
破
し
、
昨
年

２
０
１
８
年
は
４
６
５
件
と
高

止
ま
り
が
続
い
て
い
る
。
長
時

間
労
働
が
常
態
化
し
て
い
る
職

場
で
は
、
生
産
性
が
低
下
す
る

ば
か
り
で
な
く
、
労
働
者
の
心

身
の
健
康
状
態
に
悪
影
響
を
与

え
、
現
場
作
業
の
安
全
性
が
低

下
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

政
府
も
こ
の
長
時
間
労
働
が
も

た
ら
す
弊
害
を
労
働
現
場
か
ら

な
く
す
た
め
に
「
働
き
方
改
革
」

を
提
唱
し
、
労
働
基
準
法
70
年

の
歴
史
の
中
で
初
め
て
「
罰
則

付
き
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
」

が
今
年
４
月
か
ら
大
企
業
に
お

い
て
導
入
さ
れ
た
。
来
年
４
月

か
ら
は
企
業
規
模
に
関
係
な
く

適
用
さ
れ
る
。
是
非
、
法
律
が

先
行
す
る
こ
と
な
く
、
現
場
実

態
に
つ
い
て
労
使
で
し
っ
か
り

論
議
を
深
め
、
生
産
性
向
上
に

向
け
て
話
し
合
う
必
要
が
あ

る
。」
と
訴
え
た
。

　

続
い
て
、
官
公
労
部
会
大
谷

部
会
長
、
青
年
委
員
会
小
畑
委

員
長
、
労
働
福
祉
団
体
か
ら
は

徳
島
県
労
働
者
福
祉
協
議
会
川

越
会
長
、
国
民
民
主
党
徳
島
県

連
庄
野
代
表
、
立
憲
民
主
党
高

知
県
連
・
徳
島
県
連
武
内
代
表

が
登
壇
し
、「
公
務
職
場
の
長
時

間
労
働
問
題
」「
連
合
徳
島
青
年

委
員
会
の
活
動
報
告
」「
教
育
費

負
担
と
奨
学
金
問
題
」「
正
規
社

員
と
パ
ー
ト
・
契
約
社
員
と
の

賃
金
格
差
問
題
」「
働
く
者
の
た

め
の
働
き
方
改
革
の
必
要
性
」

を
訴
え
た
。
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